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検査の手順 

 

と畜検査で肉眼的に腫瘍病変を認め、牛白血病を疑った場合 

 

 

検 体 採 材 

（臓器、血液） 

               保留     全部廃棄 

 

細胞診 

１）スタンプ標本作製 

２）染色 

３）鏡検 

（－）（＋） 

 

合格          全部廃棄 

 

病理組織学的検査    

１）ホルマリン固定 

２）パラフィン包埋 

３）薄切 

４）染色 

５）鏡検 

                    （＋）    （－）         

                                       

                                その他の腫瘍 

 

 

 

＜補助的診断＞ 

BLV 遺伝子の定量 

  リアルタイム PCR 

BLV 抗体検査 

  ELISA 等 

＋ 

牛白血病 

（届出） 
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症例１ 

症例２ 

〔生体検査所見〕  眼球      

 

・この症例のように眼球は両側性に突出することが多い。 

 

 

 

  

     

 

 

 

・眼球が著しく突出し、眼球結膜、角膜など 

前眼部には接触性炎症が生じている。 

・眼窩内に乳白色髄様の腫瘍塊がみられる。 

 



岐阜県中央食肉衛生検査所 病理担当 

 - 4 -  

〔生体検査所見〕  体表リンパ節     

望診及び触診により、体表リンパ節の腫脹がみられることがある。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅頸リンパ節 

下顎リンパ節 
腸骨下リンパ節 

膝窩リンパ節 

固有浅鼠径リンパ節 

耳下腺リンパ節 

1：下顎リンパ節 
2：耳下腺リンパ節 
3：咽頭後リンパ節 
4：浅頚リンパ節 
5：腸骨下リンパ節 
6：乳房リンパ節 

加藤嘉太郎 家畜比較解剖図説より 

G.Rosenberger.eds  牛の臨床検査診断より 
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リンパ節等の大きさの表現例 

物  体 大 き さ 

バスケットボール大 直径２５ｃｍ 

大人頭大 直径２０ｃｍ 

小児頭大 直径１６ｃｍ 

乳児頭大 直径１２ｃｍ 

ソフトボール大 直径１０ｃｍ 

手拳大 直径７ｃｍ 

鶏卵大 直径６ｃｍ×短径４ｃｍ 

ピンポン玉大 直径４ｃｍ 

クルミ大 直径３～３．５ｃｍ 

サクランボ大 直径２ｃｍ 

眼球突出 浅頚リンパ節腫大

眼球突出 

乳房（浅鼠径）リンパ節腫大 腸骨下リンパ節腫大 

出 
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症例１ 

症例２ 

〔解体後検査所見〕  心臓      

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

     

 

 

 

 

 

 

右心耳 

割面 

右心耳内膜面 

19-086 

19-035 

・心耳に腫瘤が多数見られる（右心耳は好

発部位の一つ）。 

・筋肉内に乳白色腫瘍病変が見られる。 

・右心耳全域に腫瘍が見られた例。 

・筋肉はほとんど腫瘍組織により置換されている。 

・左心室筋肉内の病変部。 

・中央に壊死巣が見られる。 



岐阜県中央食肉衛生検査所 病理担当 

 - 7 -  

症例３ 

症例４ 

 

 

・心室筋肉内の腫瘍により、右心室外側は膨隆している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・心臓全体が厚さ２～４ｃｍの腫瘍組織に 

 覆われていた例。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心室筋割面 

18-013 

19-175 

心臓外側 心臓内側 

割面 

腫瘍 
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症例１ 

症例２ 

〔解体後検査所見〕  腎臓      

・腎臓実質内に白色病巣が多数見られ、出血を伴っている。 

・また、腎被膜下及び腎盂にも白色腫瘍が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・腎門に直径７ｃｍ程度の白色腫瘤が見られた。 

・また皮質にも白色結節が多数見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19-152 

19-162 
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症例３ 

症例４ 

症例５ 

 

・直径１ｃｍ程度の白色結節が   ・腎盂にも腫瘍が見られる。 

見られた。            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・境界がやや不明瞭な微小結節が多数見られた例。 

 

 

 

 

 

 

・結節を作らず、び漫性に腫瘍病変が見られた例。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19-142 

19-093 
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症例１ 

症例２ 

〔解体後検査所見〕  子宮      

 
 

・子宮全体が著しく肥厚している。 ・粘膜は一様に灰白色腫瘍化している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・やや膨化し、握ると粘膜の肥厚が  ・粘膜面には腫瘍化が見られる。 

 触知される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子宮角 
子宮体 子宮頚 

子宮体 

割面 

19-148 

19-099 
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症例３ 

症例４ 

・子宮は歪な外景を成し、腫瘤塊 ・粘膜面には大小様々な腫瘤が見られる。 

 が触知される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・右側の子宮角の肥厚、腫瘤塊が ・粘膜は不整に肥厚し、所々で腫瘤塊を形成 

触知される。          していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19-172 

子宮外景 粘膜面 

粘膜面の腫瘤 粘膜割面 

19-161 

右子宮角粘膜 

19-161 

右子宮角粘膜割面 
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症例２ 

症例３ 

症例１ 

〔解体後検査所見〕   枝肉     

 

・腹壁に白色腫瘤が多数見られる。 

 

/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・筋肉内に白色病巣が見られた例。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・リンパ節の腫瘍化が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内腸骨リンパ節 

19-147 

内腸骨リンパ節 腸骨下リンパ節 

19-155 



岐阜県中央食肉衛生検査所 病理担当 

 - 13 -  

症例２ 

症例３ 

症例１ 

〔解体後検査所見〕  リンパ節     

・直腸周囲に手拳大～小児頭大の腫瘍塊が見られた。 

・割面は灰白色髄様で「ホタテの貝柱」様を呈していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・割面は灰白色髄様、無構造で出血及び壊死巣が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・割面は著しく膨隆し、豆腐の様に柔らかく易壊性であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内腸骨リンパ節 
割面 

19-147 

内腸骨リンパ節 割面 

19-155 

肛門直腸リンパ節 割面 
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（参 考） 

   牛白血病の腫瘍病変は、全身のリンパ節、心臓（とくに右心房を中心とする）、第四

胃、腎臓、子宮等を好発部位として発生するとされている。当所で発見した症例の腫

瘍病変の臓器別発生率は、下図のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   また、腫瘍の肉眼的特徴は、大まかに下記事項が挙げられる。 

 

・白色〜黄白色〜灰白色 

・心臓、腎臓、子宮等の実質臓器の腫瘍は、割面が髄様または「ホタテの貝柱状」 

  で、膨隆する（び漫性の場合は除く。）。 

・リンパ節は、腫大、固有構造の消失（無構造）、非常に脆弱（豆腐様〜泥状）。 

高度の出血および壊死を伴う場合がある。 

 

 

 

 

 

 

腫瘍病変の臓器別発生率（2006～2012 年度） 
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検体採材 

 

（１） 採材するもの 

① 臓器 

② 血液（必要に応じて） 

 

（２） 臓器採材に当っての注意点 

● 採材部位 

可能な限り、リンパ節以外の病変部（心臓、腎臓、子宮、筋肉 等）も採材する。（リンパ節の

みでは病理組織学的診断が困難な場合があるため。） 

● 炎症性変化（リンパ節炎等）との鑑別 

リンパ節は割面を観察し、一様に無構造（ホタテの貝柱様）であるなど、白血病特有の所見が

見られるものを採材する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 採材後の処理 

① 臓器 

・保冷剤と共にクーラーボックスに入れ、病理担当へ 

(病理担当が不在の場合には、腫瘍部位を１０％中性緩衝ホルマリン液に浸漬する。) 

・迅速な診断が必要な場合（保留等）は、スタンプ標本を作製する。 

② 血液（必要に応じて） 

・血清分離し、BLV 抗体検査を実施。残りの血清は２ｍｌのアシストチューブに分注し、凍結保

存する。 

 

リンパ節炎 

 

 

 

 

 

 

 

 

腫大し割面も膨隆しているが、リンパ

節の固有構造が見られる。 

 

白血病のリンパ節 

 

 

 

 

 

 

 

 

割面は膨隆し、一様に無構造でホタテ

の貝柱様を呈す。 

しばしば出血や壊死巣が見られる。 
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スタンプ標本作成 

スタンプ標本の作成 

● 材料 

可能な限りリンパ節以外の組織（心臓、腎臓の白色腫瘤など）においても実施する。（リンパ節

のみの採材であると、炎症性変化（リンパ節炎等）との鑑別が難しい場合がある。一方、通常リ

ンパ球が見られない心臓などの組織で大型リンパ球様細胞が多数観察された場合、容易に白血病

と診断できる。） 

● 手順 

１）スライドグラス、クレシアタオル、刀を用意する。 

２）検体を１ｃｍ角程度の持ちやすい大きさに切り取る。（注①） 

３）きれいに洗った刀で２）に新鮮な割面を作る。 

４）３）の割面に水分が多い場合には、クレシアタオルをそっと当てて水分を取り除く。 

５）スライドグラスに新鮮な割面をスタンプする。（注②） 

６）スライドグラスを振って風に当てるなどして速やかに乾燥させる。 

７）スライドグラスに鉛筆で検体情報（日付、と殺解体 No.、臓器名）を記入する。 

注① ：リンパ性の腫瘍組織は非常に脆く、死後の変性も早いため、組織を扱う際には押え

つけたり引っ張ったりしない様に気をつける。クレシアタオル等で検体を包んで持つと

良い。また、スタンプ標本は死後 4 時間以内に作成することが望ましい。 

注② ：スタンプ面とスライドグラスの間は吸盤に類似した状態で密着しているため、全面

を同時に引き剥がすとスタンプ周辺部組織に強い力が加わり、細胞が壊れてしまう。密

着面の一端から静かに引き上げるように剥がすと良い。 

 

スタンプ標本の染色 

● ヘマカラー染色、メイギムザ染色など 

● 免疫組織化学的染色 
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スタンプ標本による細胞学的検査 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタンプ標本による細胞学的検査（スタンプ細胞診）でみられる細胞の特徴は、表 1 のとおりであり、

過去の牛白血病を含む腫瘍症例は、腫瘍細胞の特徴から接着集塊細胞群、非接着集塊細胞群、独立円形

細胞群の 3 つのグループに分類することできる（図１および表２）。 

 

以下の細胞学的特徴を観察することで、腫瘍診断においてある程度の傾向がつかめる。 

 

１）上皮細胞（細胞同士が接着性のある集塊）由来の細胞が認められたら、癌や中皮腫等が想定さ 

れる。 

２）非上皮細胞：間葉系細胞（紡錘形細胞）由来であるなら、紡錘形細胞腫瘍や肉腫であるが、こ 

れ以上の診断はスタンプ標本では難しい。 

３）独立円形細胞（血液系細胞）由来であるなら、基本的に確定診断が可能である。 
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【各細胞学的グループの細胞像と組織像】 

〈接着集塊細胞群〉 

A および B：胆管癌 

C および D：顆粒膜細胞腫 C および D の矢印は Call-Exner 小体を示す。 Bar=50μm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈非接着集塊細胞群及び独立円形細胞群〉 

A および B：末梢神経鞘腫 A の矢印は細胞外基質を示す。 

C および D：牛白血病（リンパ腫） D の矢印は心筋を示す。 

Bar=50μm（A、B、D） Bar=20μm（C） 
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【リンパ節における腫瘍性変化と炎症性変化の鑑別】 

〈牛白血病（リンパ腫）とリンパ節反応性過形成の細胞像と組織像〉 

  A および B：牛白血病（リンパ腫） A の矢印は小リンパ球を示す。 

  C および D：リンパ節反応性過形成 C の矢印は大リンパ球、D の矢印はリンパろ胞を示す。 

  Bar=20μm（A、C） Bar=200μm（B、D） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈リンパ節反応性過形成と牛白血病（リンパ腫）の構成細胞の比率の比較〉 

  大リンパ球および大型リンパ球の平均比率は、牛白血病（リンパ腫）症例が、リンパ節反応性過形

成症例に対して有意に高値を示し、小リンパ球の平均比率は、リンパ節反応性過形成症例が、牛白血

病（リンパ腫）症例に対して高値を示した。（n=5） 

 

 

 

 

*：p＜0.05 
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〔組織所見〕  心臓                         

心耳（HE 染色×１００） 

      
 

 

心耳（HE 染色×４００） 

 

 

・心筋線維間に腫瘍細胞が浸潤増殖している。 

・心筋細胞の断裂、変性、壊死が見られる。 

２０－０３９ 
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〔組織所見〕  腎臓      

腎臓（HE 染色×１００） 

 

 

 

腎臓（HE 染色×４００） 

 

 

 

・腎臓皮質の間質に腫瘍細胞の浸潤性増殖が見られる。 

・尿細管上皮細胞の変性、壊死が見られる。 

２０－０６３ 
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〔組織所見〕  子宮      

子宮（HE 染色×４００） 

 
 

 

子宮（HE 染色×２００） 

 

 

 

・粘膜固有層に腫瘍細胞の増殖が見られる。 

・筋層間にも腫瘍細胞の浸潤性増殖が見られる。 

２０－０７０ 
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〔組織所見〕  筋肉      

腹部筋肉（HE 染色×１００） 

 
 

 

腹部筋肉（HE 染色×４００） 

 

 

 

・横紋筋の間に腫瘍細胞の浸潤増殖が見られる。 

・筋線維は腫瘍細胞によって圧迫委縮されている。 

２０－０６３ 
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〔組織所見〕  リンパ節      

 

内腸骨リンパ節（HE 染色×２００） 

 

 

 

内腸骨リンパ節（HE 染色×４００） 

 
 

 

 

・大型リンパ球様の腫瘍細胞がびまん性に増殖している。 

 

・一部に Starry Sky 像（マクロファアージが白く抜けて見え、星空様を呈する）

が見られる。 

２０－０８３ 
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〔特異な症例〕 

症例１ 心臓外側の白変（平成２２年４月） 

 

 

心臓外側全体が白く変色していた。（脂肪の付着ではない。） 

ＨＥ染色×２００ 

・心外膜面に沿って層状に大型リンパ球様の腫瘍細胞が増殖していた。 

２２－００８ 

by TaC 



岐阜県中央食肉衛生検査所 病理担当 

 - 27 -  

症例２ 延髄閂部に存在した腫瘍（平成２２年５月） 

 
延髄閂部に小指頭大の腫瘍が存在（ＢＳＥ検査のため実際の腫瘍より小さくなっている。） 

切り出した延髄と腫瘍 

２２－０２１ 
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延髄と腫瘍の境界部（ＨＥ染色×４０） 

・大型リンパ球様の腫瘍細胞が腫瘤部から延髄へ浸潤性に増殖している。 

腫瘍（ＨＥ染色×４００） 

・大型リンパ球様の腫瘍細胞がびまん性に増殖しているとともに、出血巣がとくに外側に多く

観察された。（肉眼的に腫瘍が赤褐色に見えた理由と考えられた。） 

腫瘍 

延髄 

境界 

by TaC 
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症例３ 心臓の三尖弁（右房室弁）に存在した腫瘍 

 

（平成２２年７月） 

腫瘍が疣贅性心内膜炎のように三尖弁に存在していた（鶏卵大。）。 

腫瘍割面（拡大） 

２２－０３６ 
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 弁膜部（ＨＥ染色×４０） 

・弁膜は結合組織の中に血管、神経が存在しているが、大型リンパ球様の腫瘍細胞が腫瘍から弁膜

へ浸潤性に増殖している。 

 

弁膜に浸潤性増殖した腫瘍細胞（ＨＥ染色×４００） 

by TaC 

弁膜 

腫瘍 
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症例４ 心臓全体を覆う腫瘍（平成２２年９月） 

心臓（心外膜面） 

心臓（心内膜面） 

しｎ 

・心耳、心筋腫瘍化とともに、心臓全体が１０ｃｍ以上の腫瘍で覆われていた。 

２２－０４０ 
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心臓（ＨＥ染色×２００） 

・大型リンパ球様の腫瘍細胞と住肉胞子虫の寄生。 

心臓を覆う腫瘍（ＨＥ染色×４００） 

・腫瘍細胞がびまん性に増殖。 
by TaC 
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症例５ 横隔膜筋部の腫瘍化（平成２２年１２月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横隔膜筋部（断面） 

切り出し 

横隔膜筋 

２２－０６０ 

心 臓 

・一見「さし」のようですが・・・ 
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横隔膜筋部（ＨＥ染色×４０） 

横隔膜筋部（ＨＥ染色×４００） 

 

・「さし」のようにみえたところに大型リンパ球様の腫瘍細胞が増殖。 

by TaC 
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症例６ 心外膜炎様の腫瘍（平成２３年２月） 

心筋（心耳を含め）は腫瘍化しておらず、心外膜炎のようであった。 

心外膜炎に見えた中に拇指頭大の腫瘍が散在。 

２２－０７５ 



岐阜県中央食肉衛生検査所 病理担当 

 - 36 -  

 

 心外膜面腫瘍（HE 染色×４００） 

核分裂像 

核分裂像 

 
核分裂像 

 

マクロファージ 

スタンプ標本（ヘマカラー染色×４００） 

・大型リンパ球様の腫瘍細胞が増殖。星空像（マクロファージ）核分裂像多数。 

心筋由来細胞 

形質細胞 

・大型リンパ球様の腫瘍細胞と形質細胞等炎症細胞が混在。 

by TaC 
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〔他の腫瘍との比較（類症鑑別症例）〕 

症例１ 子宮の腫瘍（平成２１年７月） 

 

腫瘍 

子宮角 

子宮頚部 

腫瘍割面 

・子宮頸部に直径 15cm 大の球形腫瘤を認めた。その他の臓器転移などの著変を認めなかった。  

 
ＨＥ染色×100 

 

ＨＥ染色×200 

 

・好酸性の細胞質を持つ紡錘形の細胞が束状に錯綜していた。 

・紡錘形細胞は平滑筋細胞様で異型性は低く、核分裂像は確認されなかった。血管も比較的多く見られた。 

・紡錘形細胞の束が横断されている像で、消化管などでみられる平滑筋線維束の横断像に類似していた。  

・膠原線維が青く染まり、その中に赤く染まった紡錘形の細胞が観察された。間質結合組織が比較的豊

富で、紡錘形細胞の束を島状に取り囲んでいる像が見られた。 

ＨＥ染色×200 

 

マッソン・トリクローム染色×200 

２１－０１９ 
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子宮平滑筋腫 牛白血病 

外 景 外 景 

 

腫瘍割面 腫瘍割面 

 

組織像 組織像 

 

by ken 
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症例２ 肺と腎臓の腫瘍（平成２２年１０月） 

 

 

 

肺 

腎臓 

・肺と腎臓（両側性）に硬い乳白色腫瘤を認めた。 

２２－０４５ 

肺組織所見（ＨＥ染色） 

腫瘤境界部 

×１００ 
×２００ 

・境界は不明瞭で、浸潤性に腫瘍細胞が増殖。 

・核仁明瞭な明るい核と弱好酸性に染まる細胞質をもつ紡錘形の腫瘍細胞が錯綜し、一部束状をてい

していた。  
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×４００ 

 

×４００ 

 

・紡錘形の腫瘍細胞の核の大きさや形は様々で異型性が高く、有糸分裂像（矢印）も多く観察された。 

腎臓組織所見（ＨＥ染色） 

×２００ 

 

・肺と同様に異型性の高い紡錘形の腫瘍細

胞の増殖がみられた。また、腫瘍組織の中

に残存する腎組織が観察された。 

 

マッソン・トリクローム染色 

肺 ×４００ 腎臓 ×２００ 

・青く染まる、膠原線維が腫瘍細胞を取り囲むように観察された。 

・場所によっては、細胞成分が少なく、膠原線維がさらに多く観察された。 

・この染色でも、腫瘍細胞の異型性がよく分かる。また分裂像も観察される。 
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      線維肉腫 牛白血病 

スタンプ標本×４００ スタンプ標本×４００ 

 
by ken 
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牛白血病検査マニュアル 

 

 

２０１９年 3 月 
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